
令 和 ３（２０２１）年 ６月 １日 日 吉 台 新 聞 ホームページ https:// hiyoshidai.net ＮＯ ０６６

ＨＩＹＯＳＨＩＤＡＩ

発 行

発行責任者

林 堅太郎

編集責任者

野々 口 義信

日吉台学区

まちづくりカンパニー

学区ホームページ

コ
ロ
ナ
禍
で
今
年
の
夏
ま
つ
り
、
文
化
祭
中
止

学
区
自
治
連
合
会
は
5
月
15
日
開
い
た
役
員
会
で
、

今
年
開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
夏
ま
つ
り
」
と
「
文

化
祭
」
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
問
題
が

依
然
好
転
の
兆
し
が
見
ら
れ
な
い
と
し
て
中
止
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
「
夏
ま

つ
り
実
行
委
」
「
文
化
祭
実
行
委
」
が
、
学
区
自
治

連
合
会
に
対
し
、
令
和
３
年
度
の
開
催
中
止
を
提
言

し
て
い
た
も
の
で
、
実
行
委
は
昨
年
秋
に
は
、
夏
ま

つ
り
と
文
化
祭
の
統
合
開
催
案
な
ど
を
含
め
た
開
催

の
あ
り
方
検
討
に
つ
い
て
も
提
言
し
て
お
り
、
同
日

の
役
員
会
で
は
、
令
和
４
年
度
以
降
の
「
夏
ま
つ
り
」

「
文
化
祭
」
の
開
催
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
提
言
を

受
け
入
れ
今
後
の
進
め
方
を
決
定
し
て
ゆ
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

自治連

実
行
委
で
は
、
今
年
の
夏

ま
つ
り
と
文
化
祭
の
中
止
提

言
に
つ
い
て
、
変
異
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
力
が
強
く
関

西
３
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
、
滋
賀
県
内
で

も
状
況
は
深
刻
。
日
吉
台
に

は
高
齢
者
が
多
く
地
域
行
事

は
、
安
全
、
安
心
な
環
境
で

開
催
す
べ
き
で
あ
る
、
な
ど

理
由
を
挙
げ
て
い
る
。

夏
ま
つ
り
と
文
化
祭
の
開

催
あ
り
方
検
討
つ
い
て
は
、

夏
ま
つ
り
実
行
委
と
文
化
祭

実
行
委
が
昨
年
秋
、
夏
祭
り

と
文
化
祭
の
合
同
開
催
を
含

め
た
開
催
時
期
や
場
所
、
イ

ベ
ン
ト
内
容
を
大
幅
に
見
直

す
検
討
案
を
学
区
自
治
連
合

会
に
提
言
し
た
。

こ
の
時
の
提
言
は
、

①
夏
ま
つ
り
に
つ
い
て
７

月
最
終
土
曜
日
の
従
来
の
開

催
日
を
11
月
の
第
２
土
曜
日

に
変
更
、
日
吉
台
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
模
擬
店
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
踊
り
な
ど
の

発
表
を
行
う
。
同
日
体
育
館

で
は
、
毎
年
10
月
最
終
週
末

３
日
間
、
文
化
祭
実
行
委
が

行
っ
て
い
た
行
事
の
う
ち
展

示
イ
ベ
ン
ト
を
切
り
離
し
た

踊
り
、
合
唱
、
演
奏
等
演
技

発
表
と
体
験
教
室
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
す
る
。

②
文
化
祭
は
、
従
来
と
同

じ
10
月
最
終
末
の
３
日
間
、

日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、

変
更
後
の
夏
ま
つ
り
に
組
み

込
ん
だ
踊
り
、
合
唱
、
演
奏

等
演
技
発
表
と
体
験
教
室
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
除
い

た
展
示
イ
ベ
ン
ト
に
特
化
さ

せ
て
実
施
す
る
と
い
う
も
の
。

見
直
し
理
由
に
つ
い
て
、

実
行
委
は
、
最
近
の
夏
の
異

常
高
温
に
よ
る
熱
中
症
対
策

と
子
ど
も
た
ち
の
参
加
し
や

す
さ
を
考
え
、
暑
い
真
夏
の

開
催
を
さ
け
、
文
化
祭
と
あ

わ
せ
「
秋
ま
つ
り
・
文
化
祭
」

と
し
て
涼
し
い
秋
の
開
催
を

提
案
し
た
と
い
う
。

こ
の
見
直
し
案
に
つ
い
て
、

学
区
自
治
連
合
会
は
、
各
丁

に
対
し
、
意
見
集
約
の
検
討

を
依
頼
、
実
行
委
が
住
民
か

ら
出
て
き
た
意
見
を
基
に
今

年
２
月
、
①
夏
ま
つ
り
と
文

化
祭
の
合
同
開
催
は
行
わ
な

い
②
夏
ま
つ
り
は
、
８
月
第

３
土
曜
日
の
夏
開
催
ま
た
は

11
月
第
２
土
曜
日
の
秋
開
催

③
文
化
祭
は
、
10
月
最
終
末

の
３
日
間
、
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
催
す
る
。
駐
車
場
に
テ

ン
ト
を
立
て
ず
、
模
擬
店
の

出
店
は
取
り
や
め
る
。
ま
た
、

従
来
駐
車
場
で
行
っ
て
い
た

屋
外
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

夏
ま
つ
り
会
場
の
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
夏
ま
つ
り
と
合

体
し
て
も
ら
う
ー
の
修
正
を

学
区
自
治
連
合
会
に
提
案
、

意
見
を
求
め
て
い
る
。

実
行
委
は
、
学
区
自
治
連

合
会
に
対
し
今
年
度
中
の
方

向
づ
け
を
求
め
て
い
て
①
酷

暑
が
続
く
中
今
ま
で
ど
お
り

の
日
程
で
夏
ま
つ
り
の
開
催

が
で
き
る
の
か
。
見
直
し
案

で
合
同
開
催
は
行
わ
な
い
と

提
言
し
て
い
る
こ
と
と
矛
盾

②
子
ど
も
た
ち
の
祭
り
参
加

が
減
っ
て
い
る
。
打
開
策
は

あ
る
の
か
。
祭
り
の
見
直
し

も
必
要
で
は
な
い
の
か
③
８

丁
自
治
会
の
一
部
に
地
域
行

事
の
手
伝
い
が
出
来
な
い
と

の
声
が
あ
り
こ
れ
ま
で
両
イ

ベ
ン
ト
を
支
え
て
き
た
実
行

委
や
参
加
者
の
負
担
が
増
え

る
。
こ
の
点
を
解
決
す
る
道

は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
ー
な
ど

の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

開
催
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
協
議

実
行
委
、
大
幅
見
直
し
提
言

来年度以降

日
吉
台
学
区
が
居
住
誘
導

区
域
か
ら
外
さ
れ
た
大
津
市

の
立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い

て
、
学
区
自
治
連
合
会
は
5

月
15
日
開
い
た
役
員
会
で
、

立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

の
市
の
出
前
講
座
を
開
催
、

手
始
め
に
自
治
連
合
会
役
員

を
対
象
に
計
画
概
要
の
説
明

を
受
け
、
質
疑
な
ど
を
行
う

こ
と
を
決
め
た
。

市
は
、
人
口
減
少
社
会
の

な
か
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
今
年
4

月
、
大
津
市
立
地
適
正
化
計

画
を
策
定
、
公
表
し
た
。
こ

の
計
画
で
は
、
日
吉
台
が
地

す
べ
り
防
止
区
域
だ
っ
た
こ

と
か
ら
法
の
除
外
規
定
で
学

区
全
体
が
居
住
誘
導
区
域
か

ら
外
れ
線
引
き
さ
れ
て
い
た
。

計
画
段
階
で
こ
の
こ
と
が
判

明
、
学
区
自
治
連
合
会
が
質

問
状
な
ど
を
提
出
し
て
、
市

の
姿
勢
を
質
す
と
と
も
に
住

民
を
対
象
に
し
た
説
明
会
の

開
催
な
ど
を
働
き
か
け
て
き

た
。

こ
れ
に
対
し
、
市
は
、
市

民
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る

出
前
講
座
に
「
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
立
地
適
正

化
計
画
」
を
「
熱
心
ま
ち
づ

く
り
出
前
講
座
」
の
メ
ニ
ュ
ー

に
追
加
。
自
治
連
合
会
に
対

し
、
出
前
講
座
と
し
て
学
区

住
民
に
説
明
す
る
機
会
を
設

け
る
こ
と
を
通
知
し
て
き
た
。

4
月
か
ら
5
月
に
か
け
、

大
津
市
内
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
変
異
株
に
よ
る
感
染
拡
大

期
の
真
っ
た
だ
中
。
自
治
連

合
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
懸
念
か
ら
こ
の
出
前

講
座
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

だ
け
少
人
数
の
会
合
に
絞
り
、

時
期
は
未
定
だ
が
ま
ず
自
治

連
合
会
役
員
を
対
象
に
開
催
。

そ
の
後
、
各
自
治
会
で
の
実

施
を
考
え
て
い
る
。
市
の
出

前
講
座
は
、
10
人
程
度
の
人

が
集
ま
れ
ば
、
自
治
会
以
外

の
団
体
主
催
で
の
開
催
は
可

能
だ
と
い
う
。

大きく育ってね

日
吉
台
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
事
業
、
「
ふ

れ
い
あ
い
農
園
」
で
５
月
11

日
、
同
小
の
子
ど
も
た
ち
が
、

サ
ツ
マ
イ
モ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

な
ど
の
苗
の
植
え
付
け
を
行
っ

た
。「

ふ
れ
あ
い
農
園
」
は
、

学
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
事
業
。

平
成
11
年
２
月
に
始
ま
り
、

同
小
体
育
館
周
辺
や
校
舎
南

側
の
学
校
園
で
、
ふ
れ
あ
い

農
園
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
が
、

子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

野
菜
の
種
や
苗
の
植
え
付
け

や
管
理
、
収
穫
な
ど
を
し
て

い
る
同
小
の
伝
統
行
事
。

こ
の
日
は
、
１
年
生
17
人

が
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
、
２
年
生

23
人
が
ミ
ニ
ト
マ
ト
苗
、
つ

く
し
学
級
の
児
童
３
人
が
サ

ツ
マ
イ
モ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

キ
ュ
ウ
リ
苗
な
ど
を
植
え
た
。

こ
の
う
ち
１
年
生
の
子
ど
も

た
ち
は
、
校
舎
南
側
の
学
校

園
で
、
ふ
れ
あ
い
農
園
の
お

じ
さ
ん
た
ち
か
ら
、
イ
モ
苗

の
植
え
方
、
育
て
方
な
ど
を

習
っ
た
あ
と
、
一
人
１
本
づ

つ
苗
を
も
ら
い
、
「
大
き
く

育
っ
て
ね
」
と
願
い
を
込
め

て
丁
寧
に
植
え
て
い
た
。

ふれあい農園で、サツマイモ苗の植え方を教わる 1年生児童

出
前
講
座
で
住
民
説
明
へ

立
地
適
正
化
問
題
で
、
学
区
自
治
連
合
会
決
定

日吉台小ふれあい農園
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学
区
内
を
流
れ
る
高
橋
川
上
流
部
河

川
敷
で
５
月
19
日
昼
、
子
鹿
１
頭
が
迷

い
込
み
、
助
け
を
求
め
鳴
い
て
い
る
の

を
付

近
の
人

が
見
つ
け
た
。

日
吉
台
支
所
か
ら
の
連
絡
で
、
地
元

の
３
丁
目
西
自
主
防
災
会
（
岸
本
善
春

会
長
）
の
岸
本
会
長
ら
５
人
が
か
け
つ

け
、
子
鹿
の
救
出
に
出
動
し
た
。
現
場

の
高
橋
川
は
、
両
サ
イ
ド
が
コ
ン
ク

リ
ー
ト
擁
壁
、
上
流
部
に
も
高
さ

1
㍍
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
段

差
が
あ
り
、
河
川
敷
に
迷
い

込
ん
だ
子
鹿
が
脱
出
で
き

な
く
な
っ
て
い
た
。

岸
本
さ
ん
ら
は
、
テ

ン
ト
や
シ
ー
ト
な
ど
を

使
い
、
上
流
部
に
追
い

込
み
捕
獲
し
た
。
体
長

約
70
㌢
前
後
、
こ
の
春
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
子
鹿
。

捕
獲
後
、
近
く
の
山
に
に
放

た
れ
た
。

テントなどを使い上流部に追い込み捕獲する３西の

自主防災会員（上）。山に放たれる子鹿（下）

子
鹿
救
出
劇

高
橋
川
上
流
に
迷
い
込
む

住民の半数が 65 歳以上

学
区
自
治
連
合
会
事
務
局
は
、
大
津
市

が
公
表
し
て
い
る
人
口
統
計
を
も
と
に
日

吉
台
学
区
の
人
口
分
析
を
行
い
、
５
月
15

日
開
催
の
自
治
連
合
会
役
員
会
で
報
告
し

た
。
（
学
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

分
析
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
２
０
２
１

年
、
学
区
で
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め

る
高
齢
者
率
は
、
５
年
前
の
比
較
で
６
・

１
㌽
も
上
昇
50
・
２
％

と
な
り
、
人
口
の
半
分

を
突
破
、
逆
に
15
歳
以

下
の
子
ど
も
の
数
は
66

人
減
少
、
学
区
の
少
子

高
齢
化
現
象
が
さ
ら
に

進
行
し
て
い
る
こ
と
が

人
口
統
計
の
数
字
か
ら

裏
付
け
ら
れ
た
。

同
事
務
局
は
、
２
０

１
６
年
３
月
31
日
と
２

０
２
１
年
４
月
１
日
の

５
年
間
の
人
口
統
計
表

を
比
較
、
分
析
し
た
。

学
区
の
総
人
口
は
、

16
年
、
３
８
０
１
人
、

21
年
は
３
６
３
２
人
で

１
６
９
人
減
少
。
人
口

の
５
歳
階
級
別
人
口
分

布
を
見
る
と
、
65
歳
以

上
の
人
口
は
16
年
は
、
１
６
７
８
人
、
高

齢
化
率
44
・
１
％
に
対
し
21
年
は
１
８
２

４
人
、
高
齢
化
率
50
・
２
％
と
人
口
の
半

数
以
上
が
高
齢
者
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
15
歳
未
満
の
子
ど
も
人
口
は
、
16

年
３
２
６
人
（
８
・
６
％
）
だ
っ
た
も
の

が
21
年
に
は
、
２
６
０
人
（
７
・
２
％
）

に
減
っ
た
。

５
歳
階
級
の
人
口
比
較
で
は
、
70
歳
台

以
上
で
増
加
、
60
か
ら
64
歳
台
、
65
歳
台

か
ら
69
歳
台
で
減
少
が
顕
著
。
こ
れ
ま
で

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
中
心
を
担
っ

て
き
た
住
宅
開
発
時
期
に
入
居
し
た
ピ
ー

ク
世
代
が
高
齢
化
す
る
と
と
も
に
運
動
会

や
夏
ま
つ
り
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
世
代
で
あ
る

15
歳
未
満
の
子
ど
も
の
数
が
減
っ
て
お
り
、

担
い
手
不
足
や
少
子
化
が
、
学
区
の
運
動

会
や
夏
ま
つ
り
等
、
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
開

催
運
営
議
論
の
背
景
に
も
な
っ
て
い
る
。

階
級
別
転
出
入
人
口
で
は
、
70
歳
以
上

で
、
高
齢
者
用
施
設
へ
の
入
所
や
死
亡
な

ど
に
よ
る
人
口
減
が
、
こ
の
５
年
間
で
１

８
５
人
あ
り
、
今
後
も
こ
の
傾
向
は
加
速

す
る
と
分
析
し
て
い
る
。

至明こども園に木工作品寄贈

今
春
開
園
し
た
日
吉
台
至
明
こ
ど
も

園
の
子
ど
も
た
ち
に
３
丁
目
東
在
住
の

能
面
作
家
、
吹
田
静
雲
さ
ん
が
、
手
造

り
の
動
物
の
組
木
パ
ズ
ル
な
ど
の
木
工

作
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
5
月
20
日
吹
田

さ
ん
が
同
園
を
訪
れ
、
西
川
義
法
副
園

長
に
贈
呈
し
た
＝
写
真
。

寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
キ
リ
ン
や
ゾ
ウ
、

馬
、
犬
の
な
ど
動
物
を
組
み
合
わ
せ
た

組
木
パ
ズ
ル
や
、
輪
投
げ
、
動
物
か
る

た
ほ
か
、
大
き
な
盤
の
上
に
木
工
の
動

物
を
組
み
立
て
る
も
の
な
ど
、
頭
を
使
っ

て
い
ろ
ん
な
遊
び
方
が
で
き
る
吹
田
さ

ん
が
本
職
の
能
面
制
作
の
か
た
わ
ら
造

り
あ
げ
た
木
工
作
品
。
同
園
は
開
園
し

た
ば
か
り
で
西
川
副
園
長
は
「
ぬ
く
も

り
を
感
じ
る
遊
具
。
子
ど
も
に
楽
し
く

遊
ん
で
も
ら
え
る
」
と
喜
ん
で
い
た
。

学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
野
々
口
義
信
会
長
）
は
、

４
月
30
日
、
日
吉
台
市
民
セ

ン
タ
ー
周
辺
街
路
で
、
大
阪

ガ
ス
福
祉
財
団
の
助
成
を
受

け
購
入
し
た
草
刈
り
機
、
電

動
バ
リ
カ
ン
な
ど
の
機
材
を

活
用
し
た
清
掃
奉
仕
を
行
っ

た
。学

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
、
年
間
を
通
じ
老
ク
連
加

盟
の
４
老
人
ク
ラ
ブ
の
協
力

を
受
け
、
学
区
内
の
清
掃
奉

仕
作
業
を
続
け
て
い
る
。
近

年
参
加
者
の
高
齢
化
が
進
行
、

ホ
ウ
キ
や
鎌
な
ど
を
使
う
手

作
業
に
限
界
を
感
じ
る
参
加

者
が
多
く
な
り
は
じ
め
、
少

し
で
も
作
業
軽
減
に
な
れ
ば

と
、
機
械
化
、
省
力
化
を
検

討
、
大
阪
ガ
ス
の
助
成
制
度

を
利
用
し
て
電
動
式
、
エ
ン

ジ
ン
式
草
刈
り
機
、
電
動
バ

リ
カ
ン
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
な
ど

を
購
入
し
た
。

こ
れ
ら
機
材
の
初
使
用
は
、

４
月
16
日
に
予
定
し
た
が
、

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
天
も

よ
う
と
な
り
、
30
日
に
順
延
。

老
ク
連
で
は
今
年
度
、
街
路

で
の
奉
仕
活
動
の
安
全
確
保

と
活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
は
か
る
た

め
明
る
い
オ
レ
ン
ジ
色
の
地

に
「
日
吉
台
老
ク
連
」
の
文

字
を
入
れ
た
ベ
ス
ト
状
の
ビ

ブ
ス
を
購
入
、
作
業
時
に
着

用
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
こ

の
日
機
材
初
使
用
に
あ
わ
せ

ビ
ブ
ス
の
初
披
露
と
な
っ
た
。

あ
ざ
や
か
に
目
立
つ
ビ
ブ

ス
を
着
用
し
た
参
加
者
ら
は
、

電
動
バ
リ
カ
ン
な
ど
を
使
い
、

市
民
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の
樹

木
の
刈
り
込
み
や
街
路
の
除

草
な
ど
に
汗
を
流
し
た
。
老

ク
連
担
当
者
は
「
機
材
の
使

用
は
奉
仕
作
業
に
威
力
。
ビ

ブ
ス
着
用
は
、
街
路
で
の
交

通
事
故
防
止
に
も
役
立
つ
」

と
話
し
て
お
り
、
次
回
は
市

民
セ
ン
タ
ー
西
側
の
樹
木
の

刈
り
込
み
と
清
掃
を
予
定
し

て
い
る
。

電動バリカンを使い、ビブスを初着用して清

掃奉仕する老ク連会員

進む高齢化 市の人口統計結果

機
材
を
使
い
初
清
掃
奉
仕

老
ク
連

安
全
確
保
は
か
り
ビ
ブ
ス
も
着
用

能面作家の吹田さん


